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代表的な先行研究である Pheby(1981)によると、 Taktとは、 1個の強勢音節に 0から n
個(最大4まで)の無強勢音節が後続する音単位である。
Pheby (1981)の事例4

















































































0数字はサンフ。ル番号 太いフォントが調査対象の Takt ()内は音節数
① Als der Zug ankarn， suchten wir uns ein leeres Abteil. (1) 
列車が到着したとき、我々は空いている車室を探した。
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② Als der Zug auf dem Helvetiaplatz ankommt， ruft eine. (4) 
行列がヘルヴ、エツィア広場に到着すると、誰か女が叫んだ。
③ Der Zug fahrt ab， der Zug kommt an. (1) 
列車が発車し、列車は到着する。
④ Da ert凸ntder Pfiff zur Ruckfahrt nach Nurnberg， wo der Zug um 20.19 Uhr 
ankommen soll. (2) 
その時ニュルンベルクへの帰路を示す内笛が鳴り響く。そのニュルンベルクには 20
時19分に到着することになっている。
⑤ Jedoch m凸chteich anぬgen，dass der Zug in Koln und in der Gegenrichtung in 
Betzdorf planm泌igangekommen ist. (2) 
けれども、その列車はケルン及び反対方向にあるベッツドルフに定刻通りに到着し
たことを私は付け加えたい。
⑥ Mehr Menschen kamen zur Demonstration nach Dannenberg， wo der Zug mit den 
zw凸lfCastor-Behaltern ankommen wird. (3) 
前より多くの人々が、 12の原発用搬送コンテナを搭載した列車が到着する予定のダン
ネンベルクにデモにやって来た。
⑦ Als der Zug gegen 15 Uhr im Hafen ankam， kam Bewegung in die Menge. (3) 
列車が 15時頃に港に到着したとき、大勢の人々に動揺が走った。
③ Der Zug mit den Verwundeten kam nie in der Heimat an. (4) 
負傷者を乗せた列車は故郷に到着することがなかったのである。
⑨ Der Zug wird um zirka 3. 05 Uhr in Graz ankommen. (5) 
列車はおよそ3時5分にグラーツに到着するだろう。
⑬ Der Zug 5011 bis etwa 16. 30 Uhr auf dem Hauptmarkt ankommen. (5) 
人権パレードの開始は 15時で、行列はおよそ 16時 30分頃までには中央広場に到着
予定である。
なお、上記の Takt区分は怒意的ではなく一定の規範に則っている。規範について、Pheby

































分類 略称 性別 出身地
01 女 Innsbruck (Osterreich) 
02 男 Salzburg (Osterreich) 
ドイツ語者 03 男 Bonn 
母語話 04 男 Bonn 
05 男 Munchen 
06 男 Rostock 
学習者 グ、ループρ 学習歴 在籍情報 留学の有無|
習熟度 I J1 -J9 5 -10年目 大学院生・学部生 7名が有ドイツ語専攻)
習熟度EJ10 -J19 3年目 学部生(ドイツ語専攻) 全員が無
習熟度国 J20 -J29 2-4年目 (ドイツ語学は部第生2外国語) 全員が無
98 































l 一一一!吋 一三戸仁一一三す竺 4吋
図1 D6の強勢音節Zug17と当該Taktの音節数(縦軸の単位:rnsec18) 













































































































けのみに固執すれば、図 1にあるように、 D6は等時性に順応しない結果により、図 3に
認められた学習者全体の非等時的な傾向と「同じ」立場になる。この点を追究するため、
配分率のグラフ化を試みたのが図 5と図 6である。
サンプル番号/音節数 強勢音節Zu只 無強勢A 無強勢B 無強勢仁 無強勢DI
⑤/2 65(}'o 35% 
⑦/3 59% 21% 20% 
②/4 33% 27)む 18% 22% 
⑨/5 31% 10% 14% 25% 19% 
























































































従って、 Phebyの定式 ITakt= 1 (N)Jは次のように改編されるのが妥当であろう:
Takt = lNG (0壬n~4)
[1: 1ktus (強音)、 N:Nicht-1ktus (非強音)、 n:Nummer (音節数)22、G:Grad (序列度)] 
1音節の Taktが成立するため、 0豆n三4と付記することで、音節数が0の場合は N自体が
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注
1 As far as is known， every language in the world is spoken with one kind of rhythm or 
with the other. .. In the other kind， known as.e stress-timed rhythm， the periodic 
recurrence of movement is supplied by the stress-producing process: .. the stressed 
syllables are isochronous. (Abercrombie 1967: 97) 
2 ゲルマン系の言語は強弱型 (left-headed)と呼ばれるのに対して、ロマンス系の言語は




4 Pheby (1981: 852)和訳は筆者。
5 Bouzon and Hirst (2004: 1) 
6 Lehiste (1977: 253) 





11 Pompino-Marschall (1990)は、 Takt内の音節数の増加に伴い、各音節の測定値上の持
続時間が短縮することにより、各Takt閣の等時性が保たれる「時間補償J(zeitliche 
Kompensation/Zeitskompensation )を提起していることを付記する。
12 Rakerd， Sennett and Fowler (1987)、Ikoma(1993)、生駒 (1998)
13 Pheby (1981: 852)より引用、和訳は筆者。





15サンプル原文はドイツ語のテキストコーパス仁OSMASI win Version 3.9.0.1 
(https://cosmas2.ids-mannheim.de/cosmas2-web/)より抽出した。和訳は筆者。





19 DはDeutsch、Aはaverageo なお、学習者に使う JはJapanischo
20配分比率は、各サンブ。ルに含まれる当該Takt全体の持続時闘を 100として計算。
21 syllable-timed rhythm， the periodic recurrence of movement is supplied by the 
syllable-producing process: .. the syllables recur at equal intervals of time -they are 
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